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女子短期大学生の家族観
一変わってきた意識・個人としてどう生きるか―
Students'View of Family Life in WomenヽJuniOr c611ege
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□賛成  口とちらかといえば賛成  口どちらかといえば反対  日反対  日NA
図7 家族観 (N=244)
1.結婚しても1人生には結婚相手や家族とは別の自分だけの目標をもつべきである
2.結婚したら,家庭のためには自分の個性や生き方を半分犠牲にするのは当然だ
3.結婚後は,夫は外で働き,妻は家庭を守るべきだ
4.結婚したら,子どもは持つべきだ
5.少なくとも子どもが小さいうちは,母親は仕事を持たず家にいるのが望ましい
6.いったん結婚したら1性格の不一致くらいで別れるべきではない
7.育児は夫婦が同等に分担すべきだ
8.子どもにできるだけ高い水準の教育を受けさせるためには,生活面での多少の犠牲もやむをえない
9.休日は夫婦子どもが干渉しあうことなく,それぞれが自分の趣味や希望に従って自由な時間
を過ごすべきだ
10.たとえ相手を怒らせることになっても,自分の意見や気持ちを正直に配偶者に伝えるべきだ
11.家庭はくつろぎの場所だから礼儀や気づかいは無用だ
12.将来のことを思いめぐらすより、その日その日の生活を充実させたい
13.子どものしつけは母親の責任だ
も家族のあ りように大 きく関わつているといえる。
表8はこどもを持つことの意義を尋ねた結果である。子どもがいると「家庭が明るくなる」と
答えた人は90.2%と圧倒的に多い。逆に「老後の頼りになる」「子孫を絶やさない」と答えた人の
割合はそれぞれ23.0%,21.3%であつた。また,老後を子どもに頼るつもりかを尋ねた結果 (表
9)をみると6割以上が「考えたことはない」と答えた。さらに老親扶養についての考え (表10)
は本調査からは「良い習慣」「わからない」「当たり前の義務」にそれぞれわかれた。このように,
子どもは家庭を明るくし,自分に楽しみをもたらす存在として考えられていることがわかった。
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表8 子どもの価値 (いくつでも選択可)
調査項目 人数 (%)
育てることは楽しい
子どもがいると家庭が明るくなる
老後のたよりになる
家業を継いでくれる
家名や財産を継いでくれる 1
子孫を絶やさない
とくによいことはない
その他
表9 自分の老後を子どもに頼るか
(N=244)
調査項目 人数 (%)
隕るつもり
瞑るつもりはない
考えたことはない
その他
Ч A
表10 老親扶養についての考え (N〓244)
調査項目 人数 (%)
良い習慣
子どもとして当たり前の義務 26(
施設・設備が不備でやむを得ない
良い習慣ではない
わからない
その他
N A
3.おわりに
かつては結婚するのは当たり前で,結婚しない人生は選びにくかつたが,現在では結婚しない
生き方に対する世間の評価も寛容になり,結婚は人生の目標ではなく個人の選択に委ねられるよ
うになる等,結婚観は大きく変化している。就労とライフコースをめぐる意識からも,女性にと
っても仕事を抜きにした人生設計は考えられなくなってきており,女性は従来の性別役割観のゆ
らぎの中で,パー トナーに仕事や家事,子育て等の家庭生活への協力や分担を求めている。結婚
や家族形成への志向性は高く,本調査においては,20代半ばで結婚し子どもも2, 3人持ちたい
と考えている者が多かった。また子どもは結婚してからという考えが強く,子どもは家庭を明る
くする存在で子どもを育てることは楽しいと捉えている者が多かった。そして,家族に精神的な
拠り所としての絆を求め,さらに家族や家庭の中にあっても個人としての生き方を大切にしたい
と言う考えを持っている。これからは自らの生き方のビジョンが問われ,現在の家族においては
家族間での意思調整が重要な鍵になると考えられる。また少子化の問題については,労働のあり
方や保障の問題等,このような状況にある家族を支援する施策について,更なる見直しや改善が
必須であると思う。
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